


























































































































過程 時問 主な学習活動 教師の支援
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過程 主な学習活動 時間 教師の支援
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（2）学習指導案の展開をめぐっての解説（発表原稿）
～（教材「ごんぎつね」3の場面の前半）～
発表者1・E・O【こんにちは、これから私たちの作成した第4学年国語科学習指導案の説明をします。説明の前にプリントの確認をして下さい。A3の学習指導案
一枚と板書計画一枚です。板書計画の挿絵で、麦と井戸が反対になってい
ますので、訂正をお願いします。それでは、説明に移りたいと思います。
私たちは教材「ごんぎつね」の3の場面の前半を扱いました。
まず、私海老原が説明します。目標は、「自分のいたずらに後晦をした
ごんが、自分と同じ独りぼっちの兵十に同情し、償おうとする気持ちを叙
述に即して読み取ることができる。」です。これは、小学校学習指導要領
p．77「C読むこと」の内容ウ「場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想
像しながら読むこと。」に沿って考えました。3の場面の「おれと同じ、
ひとりぼっちの兵十か。」という叙述より、ごんの兵十に対しての同情や
寂しさを読み取ることができます。それを契機にしてごんが自分のいたず
らを償おうとする気持ちを読み取らせたいので、このような目標を設定し
ました。学習活動の項目は、1から6まで設定し、時問配分は導入の1，
2では5分、展開の3，4では35分、終末の5，6では5分を目安にして
います。（2）の準備の部分には、短冊、ワークシート、挿絵等を記しました。
次に、大塚が説明します。＜導入の1＞では、前時の学習内容の確認を
します。そこでは、ごんと兵十の挿絵を用いて前時の学習内容を振り返る
ことによって児童が学習意欲を高めることを意図しています。また、前時
に取り扱った兵十のおっかあの死を知ったごんの後晦の念を振り返ること
で、それが本時の学習へ確りと結び付くものと考えています。
＜導入の2＞では、本時の目当てを確認します。この目当ては、さきほ
どの本時の目標を、児童に分かり易い表現にしたものです。ここでは、独
りぼっちになってしまった兵十の姿を見たごんが、同情し償おうとすると
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きの気持ちを児童一人一人が叙述に即して読み取ることを意図していま
す。また、児童が板書の目当てをワークシートに書き写すことによって、
本時の学習の意識付けができると考えます。
＜展開の3＞では、まず音読をします。そこでは、兵十の暮らしやごん
の言動に着目するという読む視点を与えることによって、児童は目的意識
を持って読み進めていくと考えます。また、その際に読む姿勢にも注意さ
せます。これは、日常生活においても大切なことなので意識させるので
す。次に、兵十の暮らしぶりやごんの言動が分かる部分にサイドラインで
引かせます。その際、兵十の暮らしぶりが分かる部分に青線、ごんの言動
が分かる部分に赤線と色分けをすることで、個々人の学習の様相が視覚的
に分かり易くなります。サイドライン法は文章に線を引くことで、意識的
に読解活動を行わせようとする学習法です。こうした作業によって児童が
今日の目当てである「ごんの気持ち」への思いを深めたり、文章を真剣に
集中して読んだりすることが可能です。そして、それをワークシートにま
とめることによって、児童が目当てを読み解いていくための基礎作業とな
ります。
ここからは、飯森が説明します。＜展開の4＞では、まず「赤いいど」、
「麦」等の想像しにくい様子を挿絵によって理解させます。また、当時の
井戸の色、そして主食とそれぞれ対比させることで兵十が貧しい暮らしを
していたことに気付かせます。更に、「麦をとぐ」という叙述からおっか
あの死によって独りぼっちになった兵十が家事をしなくてはならなくなっ
たということも読み取らせます。次に、ごんの言葉である「おれと同じ、
ひとりぼっちの兵十か。」の叙述に着目させ、「おれと同じ」とは誰と同じ
であるのかを問い、ごんの兵十に対する同情の気持ちを確認させます。更
に、後に続く「ひとりぼっちの兵十か。」や「つぶやく」等の叙述よりご
んの寂しさも気付かせます。ここは、本時で最も大切な部分であるので
「おれと同b、ひとりぼっちの兵十か。」の続きを吹き出し法を用いて理解
を深めます。吹き出し法の効用としては、自分がすっかり登場人物にな
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りきって、あるいは、情景にどっぷり使って読み進めるカをつけること等
が挙げられます。この吹き出し法を用いて児童から予想される反応として
は「悪いことをしたな。俺に何かできることはないかな。」や「何かして
あげたいな。」等とごんの次の行動である償いに繋がる言葉だと考えます。
そして、いわしを投げ込むという叙述よりごんの償いの気持ちを読み取ら
せます。更に、前半部分の最後の叙述である「まず一っ、いいことをした
と思いました。」から「まず」という言葉に着目させ、そこからごんが今
後、更に償いをしようとしていることを理解させます。
＜終末の5＞では、今日の学習を振り返ります。板書を順に追うことで
本時の学習の内容の定着を図ります。最後に＜6＞の次時の学習内容を確
認するでは、「まず一ついいことってありますね。次はごんは何をするん
だろうね。」等と発問し、次回の学習に興味を持たせたいと思います。以
上で私たちの発表を終わりにします。ありがとうございました。】
事例1と2の学習指導案と板書事項（計画）に対する生野の考察
●学習指導案について
「本時の目標」についていずれも表現の仕方に多少の相違は認めら
れるものの内容価値と能力価値の両者の視点より目標を述べている。ま
ず、前者の内容目標にっいて見てみる。K・O・0グループの目標は、ご
んの兵十への共感、そしてそれを契機に兵十への償いといいった二者の内
容にっいて触れている。一方、1・E・Oグループの目標もごんの兵十に
対する同情、そしてそれを基に兵十への償いといった二者の内容について
触れている。両者のグループの目標を対比して気付くことは、独りぼっち
の兵十の姿を目の当たりにしてごんの兵十への思いを「共感」と捉えてい
る点と、「同情」と捉えている点の相違である。己の悪戯によって兵十を
独りぼっちに追いやったと感じているごんは、兵十に済まないと思い、そ
して「おれと同じ」と兵十が自分と同じ境遇に至ったことを発見するので
ある。「おれと同じ」や終助詞の「か」に着目してみると、ここではごん
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が兵十へのしみじみとした同情を己に言い聞かせているかの如く語ってい
るようである。斯様な把握の観点より見ると1・E・Oグループの目標が
より適切ぞある。ここには、言うまでもなく教材研究の深さが関わってく
るのである。次いで、後者の能力目標をについて見てみる。いずれも「叙
述に即して読み」とあるように、学習指導要領の指導事項（内容）を踏ま
えて目標を設定している。
「準備」について本時の目標を達成するために必要な教材を具体的
に掲げている。
「実際」ついて表の形式で本時の学習の全体像を述べ亡いる。「過程」
は、「導入→展開→終末」と最も基本的な流れを述べている。「時間」は、
活動の節目に入れている。「主な学習活動」の部分では、目標に迫るため
の順序を過程に沿って、学習の活動を述べている。そして、学習の方法（「サ
イドライン」を引くや「ワークシート」に書き込む。）や形態も述べている。
「導入」の段階では、いずれのグループの学習指導案も「前時の学習を
振り返る。〈1・E・0〉」（前時の学習を想起し、本時の学習場面を確認
する。＜K・O・0＞）と「本時の学習のめあてを確認する。」との観点よ
り述べている。各教科における学習活動は、導入の段階においては既習内
容との関わりで本時の学習の目当てを設定していくのが一般的である。斯
様なことに鑑み、授業者が組織した導入の場面に目を転じてみると、いず
れのグループも前述の如く既習内容との関わりで本時の学習の目当てを設
定している。導入の段階における両者のグループを対比して気付くことは、
K・O・Oグループは「前時の学習を想起し、本時の学習場面を確認する。」
とあるように既習内容の確認に加え、本時の学習場面（学習の範囲）も確
認していることである。これによって学習者である児童は、本時の学習へ
の意識がより高まるであろう。一方、1・E・Oグループは「前時の学習
を振り返る。」とあるように、本時の学習場面までは確認していない。
次に、「導入」の段階における学習場面を動機付けの観点より見てみ
る。ここでは、既存の知的経験を基盤に新たな課題の提示によって知的好
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奇心を喚起し、学習者の探究行動を誘っていこうとする立場である。その
ことは、K・0・Oグループ、1・E・0グループの発表原稿に目を転じ
るとき想像に難くない。K・O・Oグループでは、
既習事項を振り返ることによって、学習者の意識を授業に向けさせた
り、学習意欲を高めさせたりします。〈中略〉また、学習者を授業に
集中させ、主体的に思考させるためには、目当てを明確に提示するこ
とが重要だと思います。〈中略＞目的意識を確りと学習者に持たせた
いと思いました。
と内的動機付けを行っている。1・E・Oグループの発表原稿にも同様な
内容が掲げられている。発表原稿からも認められるようにここでは学習者
である児童が目的意識を確り持つように既習の内容を基盤に学習への興味
を喚起し、本時の学習目標を短冊で視覚的に訴えたり、ワークシートを書
かせたりして学習への方向付けを行っていることが分かる。いずれのグ
ループも「導入」段階での展開の構想は概ね望ましい指導であるといえよ
う。
次いで、「展開」の段階の様相を見てみる。授業者1・E・Oと授業者
K・0・O（以下両者を「授業者」と略す。）が展開において掲げている
活動は、いずれも課題解決型の過程を取っている。その様相を見てみる。
授業者は、いずれも学習活動3の場面において学習する部分を目当てに
従って個々で読み取る段階（特に書く活動である「サイドライン法」や
ワークシートを導入して）、次いで学習活動4の場面において個々で読み
取ったことを共有する段階、更に学習活動5の場面において読み取った内
容（解決した内容）をまとめる（振り返る）段階と目当てを解決するため
の具体的な活動を述べている。
学習活動3の目当てに従って個々で読み取る段階では、学習者が目的意
識を持って読みを行うように視点を与えている。そのことは、発表原稿に
も「音読することで意味を考えながら様子を捉える」（K・0・Oグルー
プ）「児童が目的意識を持って読み進めて」（1・E・Oグループ）とある
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ことから理解できよう。このことは、今後の読み深めの活動を念頭に置く
とき極めて重要なことである。更に、着目すべきは、学習活動におシ・て書
く活動である「サイドライン法」と「吹き出し法」等を導入し、まずは学
習者の読みの様相（実態）を捉えた上で読みを深める学習を組識している
ことである。斯様な背景には、国語科における読みの指導においては人物
の心情を叙述と関連付けで個々の読みを確かなものとして高めていこうと
する考えが存在している。
その具体的顕現の様相を学習指導案や発表原稿を基に見てみる。まず
は、両者の学習指導案（K・0・Oグループと1・E・Oグループの）に
目を転じてみると、前者のK・0・Oグループでは、学習活動3と4のそ
れぞれの「教師の支援」の部分に「兵十の様子がわかる叙述に波線を引か
せる。」「叙述のから……まずしさに気付かせる。」とし、一一方後者の1・
E・0グループでは、学習活動4の「教師の支援」の部分に「言葉に着目
させて……きづかせる。」としている。次いで、両者の発表原稿に目を転
じてみると、K・0・0グループでは「線を引いた叙述を基に兵十のひと
りぼっちのさび暮らしを読み取ります。」とし、1・E・Oグループでは、
「『麦をとぐ』という叙述から、……ひとりぼっちになった兵十が……読み
取らせます。」としている。ここでは、前述の如く一つ一っの語旬や言葉
に留意しながら読む活動、つまり言葉への気付きを重視し、文脈における
言葉の意味を読み取ることを重要視していることが分かる。国語科の学習
指導、就中読む活動においては「叙述に即して正確に読むこと」が基盤と
なることを念頭に置くとき、斯様な読みの展開の構想は重要なことであ
る。
以上は、K・O・0グループと1・E・0グループがそれぞれ構想した
「展開」の段階における「叙述に即して正確に読む活動」をめぐっての生
野の考察である。更に、「展開」の段階における読みの活動の様相を教材
そのものの内包する教育的価値（教材そのものの有する内容的・言語的な
面からの価値）との関わりより考察を加えてみる。
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まず、いずれのグループも「赤いいど」「麦をといで」等の叙述を手掛
かりに兵十の暮らしの様子を捉えさせようとしている。叙述を手掛かりに
読みを深化するという指導の方途は望ましいが、しかし兵十の暮らしの捉
え方、つまり教材そのものの内包する教育的価値の捉え方には多少検討の
余地が存在する。「赤いいど」「麦をとく」等より捉えられる兵十の姿は、
生活の貧困さや男一人の生活のイ宅しさである。斯様な把握の観点よりK・
O・Oグループの学習指導案の目を転じてみると、そこでは「まずしく
らし」に加えて、「さびしさの存在」に気付かせるとしている。前述した
二者の叙述（重要語句）より「さびしさの存在」の兵十の姿を読み取るこ
とができるか否かを考えるとき、必ずしもそうとは言い切れないようであ
る。従って、K・0・Oグループの教材そのものの内包する教育的価値の
捉え方を再度検討する必要があろう。
次いで、「おれと同じ、ひとりぼっちの兵十か。」の叙述に着目させ、読
みの展開を構想している場面について見てみる。この叙述は、独りぼっち
の兵十の姿を目の当たりにしたごんが、兵十と自分と同じ境遇に至ったこ
とを発見し、思索に耽る場面である。終助詞の「か」に着目してみると、
ここでごんは兵十へのしみじみとした同情を己に言い聞かせるかの如く
語っているようである。その語りの中には、当然己の犯した罪の深さを痛
感していることも内包されている。斯様な把握の観点よりK・O・Oグ
ループの学習指導案の目を転じてみると、そこでは「共感」（自分と重ね
ている）に加え、「さびしい存在」に気付かせるとしている。前述した叙
述（重要語句）より「さびしい存在」としての兵十の姿を読み取ることが
できるか否かを考えるとき、必ずしもそうとは言い切れないようである。
「さびしい存在」としての兵十の姿を読み取らせるより寧ろ「ごんの犯し
た罪の深さを痛感」していることを読みとらせるべきである。従って、こ
こもK・O・Oグループは教材そのものの内包する教育的価値の捉え方を
再度検討する必要があろう。
以上は、K・O・Oグループの学習指導案をめぐっての指導であるが、
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次いで1・E・0グループの学習指導案について見てみる。1・E・Oグ
ループの学習指導案の目を転じてみると、そこでは「同情」「寂しさ」の
加え、「悪いことをしたな」に気付かせようとしている。「寂しさ」の捉え
方をめぐっては、前述の如く検討の余地が存在する。ここで着目すべき
は、「悪いことをしたな」というごんの気持ちに気付かせようとしている
ことである。前述の如く教材そのものの内包する教育価値に鑑みるとき、
これはそれに適った指導法である。
更に、「まず一一っ、いいことをした」の叙述に着目させ、読みの展開を
構想している場面について見てみる。この叙述は、ごんが己の償いをめ
ぐって思索に耽る場面である。ごんは、己の行為を回顧し、そしてそれを
評価し、と同時に今後も償っていくという決意をしている。「まず」は、
いくつかの事物の中から、最も可能なもの、最も必要なものとされるもの
を第一に取り立てる気持ちの意である故、このことを念頭に置いてみると
ごんは「まず……いいこと」をしたという満足感に浸っていると考えられ
よう。斯様な把握の観点より両者のグループの学習指導案の目を転じて
みると、そこでは、「これからもつぐないをしていこう。」（K・O・Oグ
ループ）、「次もある。」（1・E・Oグループ）等に気付かせるとしてい
る。いずれのグループも今後も償っていくというごんの決意は読み取らせ
ている。この点では、概ね望ましい指導法であるといえよう。しかし、「ま
ず」の意味内容に視点を当て、rごんの「いいこと』をしたという満足感
．に浸っている姿」にも触れる必要があろう。
「終末」の段階では、「本時の学習のまとめをする。」「次時の学習につい
て知る。次時の学習内容を確認する。」という観点より述べている。それ
は学習内容を板書事項によってまとめ、そして本時の学習内容との関わり
で確認するというところにそれぞれ特色が認められる。
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IV「授業を見る目」の育成をめぐって
第m章では、模擬授業を視野に入れ、受講者である学生が作成した「学
習指導案」（本時案と板書計画）とその「発表原稿」（展開の方途につい
て）とをめぐって考察を加えた。以下に受講生である学生の「授業を見る
目」、就中「授業設計力」の基礎が如何に育成されたかその様相を見てみ
る。（受講生の感想を基に）
授業設計力をめぐって受講生である学生は、「目当て」「ワークシート」
「発問」「板書」「教材研究」等の五者の内容を指摘している。まずは、そ
れぞれの項目において受講生である学生が如何なる授業設計力に関わる内
容を掲げているか小見出しを付して整理してみる。次いで、項目毎に受講
生である学生が如何に考察を加えているかも（この考察は数名のグループ
による）掲げる。
＜授業設計力について＞
1目当て
項目
目当て
内 容
●目当ての意義
・目的意識をもち、学習意欲を高める。（7名）
・学習の方向付けが出来る。（2名）
・学習の意味が明確になる。（1名）
・本時の土台となる。（1名）
●学習の実態を踏まえた目当て
・学習者が受け止めやすい目当てを設定する。（1名）
・本時の学習課題を明確にして、学習者に分かりやす
く設定する。（1名）
・児童の実態を考慮することが重要である。（1名）
●目当てを意識付ける方途
・短冊で提示、一斉に音読、ワークシートの記入の重
要性である。（5名）
・音読をする。（3名）
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＜考察＞
本時の指導目標を達成するためには、学習者に分かり易く目当てを設定
し、それを学習者に提示することで、学習者は学習意欲を喚起し、課題意
識を高めることができるのである。
学習者に目当てを意識付けるためには、目当ての短冊を提示したり、そ
れを学習者に音読させたり、ワークシートに書かせたりする方法が考えら
れる。こうして学習者の課題意識が高まり、そして目当てに沿った学習の
展開も期待できるのである。
2ワークシート
項目 内容ワークシー ●学習者の集中度
ト ・目当てや重要語旬を書いたり、叙述を書き抜いたり、
穴埋めしたりするのに使用できる。
・吹き出し法の活用に生かせる。（3名）
・板書と同じ作りにすることで時間短縮になる。（1名）
・学習者の意欲が高まる。（2名）
●学習者の実態把握
・学習者の定着を確認し、次事の学習に生かすことが
できる。（3名）
●学習内容の定着
・書くことで読みが深化する。（2名）
＜考察＞
ワークシートでは、吹き出し法や書き抜き法等の様々な「書く活動」を
導入することができる。このような「書く活動」を行うことは、読みを深
める上でとても重要であり、また学習者の理解度を把握した上で学習指導
を効率よく進めていくことができる点でも重要である。例えば、登場人物
の気持ちを吹き出しに書いたり、重要語句を書き抜いたりすることで考え
ていることを整理してまとめることができる。そして、指導者はそれを基
に学習者の理解の定着度を確認することができる。それを基に今後の学習
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の手立てを講じることができ、学習者主体の活動が可能になり、そして学
習内容の定着を図ることができるのである。
3発問
項目
発問
内 容
●学習への興味や関心を喚起
・授業に興味・関心を持たせる。（2名）
・本時の場面を主体的に考えさせる。（1名）
・本時の内容に入り易くなるような既習内容を想起さ
せる。（1名）
●学習内容の深化
・あらゆる発言を尊重し、皆で共有する。（2名）
・学習の定着を図る（1名）
・答えへ導かせる（1名）
●学習への興味や関心を喚起
・発問に対する児童の考えや反応を予想する。（6名）
・気付かせやすい発問を作る。（1名）
・補助発問や指導法の発見ができる。（1名）
●学習過程の一貫性
・授業が円滑に進む。（1名）
＜考察＞
発問では、児童が授業に主体的に取り組むため重要であると考えられ
る。授業者が児童の発言を受け止め、全体で共有し、更に発展させていく
ことができる発問により、児童が主体的に授業に取り組むことが出来る。
また、児童に疑問や興味を持たせる発問をすることで発表したいという意
欲を出させることが出来ると考える。そして、児童の反応を予想すること
がとても重要である。予め考えておくことで、授業の流れを変えずに、適
切な対応を取ることが出来るのである。意図的に語旬に気付かせたり、児
童に考えさせたりする発問も重要となる。これは、目当て、教材価値への
達成に繋がるであろう。
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4板書
項目
板書
内 容
●板書の機能
・学習内容の振り返り、記録ができる。（6名）
・本時の流れが一目で分かる。（5名）
・学習内容を構造化して示すことができる。（2名）
●板書の基本的な考え方（指導の方途）
・短冊の種類を使い分けて示す。（色や形式）（4名）
・目標を踏まえて板書する。（3名）
・具体的で分かり易く示す。（1名）
・単元観、教材観等の観を具現化して板書する。（1名）
・書きながら指導、学習が一斉に進められる。（1名）
・ワークシートと同じ作りにする。（1名）
●学習内容の定着
・共通に理解することができる。（7名）
・伝えたいことを分かり易くする。（6名）
・語旬の意味、場面の様子を理解する。（2名）
・キーワードや意図を明確にする。（2名）
・情景を想像し易くする。（2名）
・教師の「伝えたい」という意図が伝わる。（1名）
・学習内容の定着を図ることができる。（1名）
●学習への意識の高揚
・視覚に訴えることで、学習者の意識を高めることが
できる。（24名）
・短冊や挿絵を活用し、重要語旬を意識付ける。（13名）
・意識付けをし、興味・関心・意欲が高めることがで
きる。（4名）
＜考察＞
視覚的に訴える板書とは、短冊や挿絵を使用し、学習内容を構造化した
ものである。短冊で重要語句等を提示したり、登場人物や場面の様子や分
かりにくい重要語旬を挿絵で提示したりすることによって学習者にそれら
を意識付け、思考させるのである。それが学習内容の定着を図ったり、深
い理解へとつながったりするのである。
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また、学習内容を構造化して板書することで本時の流れが一目で分かる
のである。具体的には、学習内容を関連付けて板書すること（短冊、色
チョーク、囲み、矢印等を使って）ことで、それは学習内容を振り返る際
に見易く理解し易いものとなるのである。
板書は学習内容の定着を図ったり、そして学習者の共通理解を図ったり
することができるが、そのためには学習者の意見等を板書する際に他の学
習者にそれを確認してから板書することが大切である。個々人はそうする
ことで自分の考えが板書されたと自己肯定感を持つことができる。そし
て、それを学習者の全員の意見として共有することができるのである。
このように板書することは、学習者の興味・関心を高めたり、読みを深
化する点でも重要である。
5教材研究
項目 内容教材研究 ●教材の教育的価値の把握
・主題、重要語句等を把握する。（7名）
●指導観
・指導内容を明確にする。（9名）
・伝えるべき事柄を整理する。（4名）
・学習者の発言を予想する。（3名）
・学習指導案に指導観を位置付ける。（1名）
・学習者に伝えるための筋道を立てる。（1名）
・理解を深める学習の流れを考える。（1名）
・スムーズな授業を展開を考える。（2名）
＜考察＞
教材を通して学習を展開させるためには、まず指導者が教材と向き合
い、教材の分析を行わなければならない。具体的には、教材の有している
主題、そして重要語、表現技法等を多様な視点から丁寧に分析し、教材の
内容価値等を明確にすることである。教材分析により教育的価値や教材
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観、児童観を踏まえて、そして指導内容を明確にすることである。これが
学習指導案作成のための基礎作業となり、そして学習者が理解しやすい授
業の展開を構想することができると考えられる。そして、授業実践の際の
サイドライン法や書き抜き法等の指導法の効果的な導入のあり様を探る時
にも役立つと考える。
6まとめ
以上、見てきたように受講者である学生は、授業実践力を視野に入れた
授業設計力の重要性の一端を指摘している。それは、「目当て」（1この
番号は前述した「授業設計力」の際に付したものと一致している。・以下同
じ。）「ワークシート」（2）、「発問」（3）、「板書」（4）等の指導の研究をめぐる
内容と「教材研究」（5）をめぐる内容との両者に亘っている。これらは、第
II章において掲げた「授業設計力」の「①本時の目標を具体的に明確化
するカ」「④目標の設定において学級の子供の実態（到達水準、興味、
関心など）を配慮する力」「⑧主体的・個人的に教材解釈・分析する
力」「⑪発問・説明・指示・助言など教師の働きかけを計画する力」「⑬
子供の応答・反応を予測するカ」「⑯教授メディアを選択し配列する
力」「⑱板書を計画するカ」等に相当する。
ここで着目すべきは、前述の如く受講者である学生は、指導する対象で
ある学習者をより意識して授業を設計していることである。それは、受
講者である学生が「●学習の実態を踏まえた目当て」「●学習者の実
態把握のワークシート」「●学習への興味や関心を喚起する発問」「●
学習への興味や関心を喚起」「●学習への意識の高揚」等と「児童の立
場」を念頭に置いて授業を設計しているからである。斯様な背景には嘗て
「児童役」として模擬授業を体験したことが存在しているのだろう。実
際、これらの受講生は「国語科教育法」「特別活動の研究」等の授業にお
いて「児童役」として模擬授業を三回体験してきている。それを体験しな
がら受講者である学生は、「如何なる授業が学習者を主体的に学ばせるの
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か。」、あるいは「如何なる授業が学習者に魅力があるのか。」、更には「学
習者に分からせるためには学習者に如何に対処すべきなのか。」等につい
て思いをめぐらしたのだろう。斯様な過程を経て個々人は授業を設計する
際、まずは学習者の学びの様相を踏まえつつ、そして学び手である学習者
が如何にしたら興味や関心を抱いて主体的に取り組むことが可能か、又学
び手に確かな学力を定着せしめるために如何なる方途が存在するのか等を
中核に据えたのだろう。
ここからは受講者である学生は「児童の立場」と「教師の立場」とを重
ね合わせ授業を構想していることが分かる。この一連の作業からは、受講
者である学生あ「授業を見る目」の育ちの一端を垣間見ることができる。
又、受講生である学生が「○教材の教育的価値の把握」「●指導観」
等を指摘していることからもそのことは窺い知ることができよう。
Vおわりに
表題に示した如く、本稿は「授業を見る目」の育成をめぐっての研究で
ある。本稿は、前述の如く教職に関する科目であるr教育実習事前事後指
導」において、模擬授業を視野においた授業設計を試み、そしてそこにお
ける受講者である学生の「授業を見る目」の育成を探ったものである。第
III章において触れた如く、受講者である学生は授業実践を想定し授業を設
計する力量の一端を指摘する。それは、前述の如く「指導の研究」をめ
ぐっての内容と「教材研究」をめぐっての内容である。そして、斯様な力
量を身に付けておく必要があるとする。
就中、今回の研究において受講者である学生は「教師の立場」に「児童
の立場」を重ね合わせながら授業を構想していることが分かった。ここで
は、教える立場と学ぶ立場の両者の視点で授業を捉えことになる故、「授
業を見る目」の育成が認められよう。
上記のように「授業を見る目」の育ちの一端は認められたが、しかし又
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「授業見る目」の育成新たな課題も見出すことができた。それは、言うまでもなく前述した授業
設計の他の力量の形成である。斯様な課題をめぐっては稿を改めて論じる
ことにする。
【注】
（1）教育職員養成審議会1997年
（2）同上書
（3）東洋他監『授業技術講座基礎技術編
ぎょうせいp．68
（4）同上書p．69
授業をっくる／／授業設計／／』
（本学教育学部教授）
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